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である。「1930年代」に生じた忘れ難く不気味なま
でに類似している点は、ムッソリーニが枢軸において
ヒットラーのほぼ対等のパートナーとして見られていた
が、現在アサド大統領がイランの対等のパートナーと
して見られているという点である。当時の現実は現在
の現実に類似しており、当時総統は一人だけであった
が、現在は一人の「総統」が、イラン・アフマディネ
ジャド大統領の他に、終末までに救世主マーディの再
臨を信じるマーディスト達から構成される同大統領の
陰謀団となっている。実際、イランは、ドイツが「
1930年代」に事前に布石を打つべくイタリアを利用し
たのと同様、シリアを利用して、「40年代」のよう
に、イランが覇権を握ることになるであろう。イラン
が不合理で無用なヒズボラ戦争の火付け役に回ったの
は、イラン核問題を巧妙にカムフラージュするためで
はなく、ドイツがスペイン内戦中にイタリアを枢軸同

盟に駆り立てたように、忌まわしい支配権獲得へとシ
リアを追いやり戦略的に後戻りできないようにしてい
るのであろう。さらに、間もなく起こるイランの武装
親衛隊（別名ヒズボラ）によるレバノンの支配は、ナ
チスのオーストリア併合（別名略奪）のシーア派式近
代版に他ならない。
つまり、一見バラバラに見える新興第四帝国の複数要

素は枢軸として互いに支援し合い、枢軸として互いに守
り合い、統合された枢軸として一緒に戦っている。した
がって、これらは枢軸と言える。単にイランがイスラ
エルに向けてイランの地から公然とミサイルを発射し
ていないからと言って、物資、兵、技術的「アドバイ
ザー」、宗教的「許可」を提供することが、ヒズボラ
によるイスラエルへの攻撃のために国家として本質的
に支持していないとは言い切れない。同様に、米国兵
士を公然と殺すために、実際のイラン軍服を着た本当

のイラン兵士を、イランがイラク
に送り込んでいないからと言って､
イランが国家としてイラク反乱運
動に多数の死者を出すIED（即席爆
発装置）で後方支援したり、資
金・要員を供給したりすることに
よって、何百人もの米国兵士を殺
傷し、イラク国内での重要な転換
点の不安定化に影響していないと
は言えない。イラクの米国駐留軍
に対するイランが仕掛けた極めて
破壊的な無言の戦争は、米軍の壊
滅的敗北をイラクで引き起こすこ
とを明確に狙っている。ガザ、レ
バノン、イラク内の活動領域にお
けるイランの邪悪な原始的な運動
は成り行きの単独の干渉ではな
く、特に米軍破壊を目的とし、さ
らにはペルシャ湾と世界に対し重
大な戦略的関心を抱いた、意図
的、組織的、かつ集中的な戦争で
ある。

戦争の合間に生じた重要な問題
として、サダムのケバケバしい敵意
に満ちた威嚇が挙げられるが、これ
は、悪質なイスラム・ナチス的なイ
ランが静かに画策していた、より現
実的で、はるかに重大な同様の危険
性を覆い隠したに過ぎない。イラン
はこの危険性を、現金送金を対価と
して獲得したロシアの核技術によっ
て培っていた。ロシアは、1940年
にも同じように、フランスと英国に
対抗するためヒットラーの初期にお
ける電撃戦の機械に必要なオイルを
売った。偶然にも、恐れをなした
サダムが破滅したため、核開発の
初期段階にあったイランが事実上
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